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                                                           平成29年１月　　日

鯖江市議会議長　小竹　法夫　殿

市民創世会　　　木村　愛子
　　　　　
会長
復　　　命　　　書

目　　的　　　小田原市小規模特認校制度ほか視察研修
日　　時　　　平成29年1月18日(水)
研修先　神奈川県小田原市　教育委員会　片浦小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　小田原市片浦小学校(根府川)区
小田原駅前　鈴木議員事務所
研修項目　　　１．小田原市小規模特認校制について
２．空き家登録事業について
３．高齢者の活躍の居場所とマッチング事業について
４．木づかいのまち小田原等
研修参加者　　木村　愛子
研修概要
	事　　項
	小田原市小規模特認校制度ついて

	要　　旨
	説明者：片浦小学校　校長　村松　利美　氏
　　　　　　　　　　教頭　小林氏
　　　　　　　　　　議員（元学校評議員、
小規模特認校に向けた地域協議会役員）
　鈴木　敦子氏
　　　　教育総務課長　柏木　敏幸氏
はじめに：
鯖江市小学校12校の児童生徒数は、ここ近年少子化の影響で規模が小さい学校はどんどん減少してきている現状がある。
そういう中、市内東部の片上小学校、北中山小学校、河和田小学校は、昨年9月議会でも小規模小学校の、教育現場での子どもへの影響、教師の業務の役割、負担等について、を一般質問してきている。
福井県女性議員の意見交換会開かれた会合で、大野市の学校統合で住民側の意向と違う方向で教育総合会議ならびに教育委員会、行政が動こうとしていることの問題提起があり、共通課題として危機感をもち、小田原市の小規模特認校制度を、小田原市議会議員鈴木敦子さんのFBで情報を得ていたので、福井県女性議員の会では、先進地の視察研修に寄せていただこうと話がまとまり、今回の研修会が実現できた。
当日は、女性議員６人と男性議員1人の参加で、それぞれの市の議員活動として参加。
内容：
小田原市の小規模特認校片浦小学校は、JP東海道の根府川駅の近くにあり、地域の片浦中学校が平成２２年３月に閉校になり、６月には、[第１回新しい学校づくり推進委員会(学校評議員会)１３名]が、開かれ、小学校・保育園教育計画について「小規模校の持続策」と題して、国立教育政策研究所の葉養正明氏の講演会を開き、その年の８月には「第１回新しい学校づくりのための地域会(仮称)２４名」を組織し、危機感を持った住民と保護者、教育委員会と行政が一緒になって、宇都宮市立城山西小学校、清原北小学校へ先進地視察を行い、小規模特認校説明会を平成23年２月に開催し、3月には「PTA３月総会」で小規模特認校への意向を議決し、１０日後には市長、教育長への要望書を、自治会長、新・現PTA会長、校長、教頭で提出して、地域の小学校を守った片浦小学校。

　小規模特認校という制度は、少人数ならではのきめ細かい指導や、地域と連携した特色ある教育活動を実施でき、小規模校で子どもを学ばせたいという保護者の希望がある場合に、一定の条件のもと、市内全域から児童の入学・転校を認めるという「小規模特認校制度」です。

1学年の児童数を学区内からの通学者を含め15人までとし、長い間減少し続けていた児童数も、平成24年の小規模特認校開校当初の55名から現在では、募集人数を超える入学希望者数により抽選をおこない、92名と倍増しています。小規模だから出来る金管楽器や外国語活動、たしかな学力育成、放課後子ども教室などの積み重ねで、今では地元以外の生徒が60%以上、新年度は70%になる様です。
めざす学校像「豊かな自然に抱かれ、地域の合いに支えられた小規模特認校一人ひとりが主人公」を実現されていました。
教育委員会柏木教育総務課長の「学制があるものを、行政がなくしてはいけない。施設を共用する再編は考えたいが］との言葉は、行政職員､首長、教育長、議員、住民みんながかみしめたい、ずっしりと重いものです。
何処も、少子高齢化が進み小中学校の統廃合を進めるのが流行りの様になっていますが、ここは視点が違う。地域の行事にも参加するので、廃れそうな祭りも賑やかになり地域コミュニティが活性化しています。
子どもたちも元気に挨拶をしてくれますし、中学校へ行ってもしっかりリーダーとしての活躍をしているとか、また、放課後のこども教室も、誰でもが小6まで利用でき、地域の方々が積極的に有償・無償ボランティアとして参加協力してくださっています。
地元鈴木議員の活動から始まった空き家利活用の推進事業、行政も後付で動き出されているとか、驚くことに、この学校に入りたいばかりに地元優先入学のために引越しをされる若い家族も増えていて、ほぼ埋まってしまったと言うことです。
　地理的条件もよい小田原市、新幹線も二駅先、JR駅もすぐそば、傾斜地としてそんなに民家を増やせない所ですが、中学校の閉校から、住民自らが将来を憂いて立ち上がり、小学校を残せたことで、世代を超えたまちづくり、コミュニティが図られるまちづくりを実施しておられます。
子どもたちの声が聞こえる地域に、その先頭に立たれている鈴木議員、「食とエネルギーの地産地消プロジェクト」は、神奈川県新しい公共の場づくりのモデル事業で、実績を上げておられました。
視察研修のきっかけを作っていただいた鈴木議員のコメント

議員団のリーダー、鯖江市の木村愛子議員と福島県相馬への復興支援を通じてFB友達になり私の小規模特認校の記事を読んで下さったった事がきっかけです。議員団のリーダー、鯖江市の木村愛子議員と福島県相馬への復興支援を通じてFB友達になり私の小規模特認校の記事を読んで下さったった事がきっかけです。
議員になって初めての一般質問が片浦小学校小規模特認校化の提案であり、地域の中学校が統廃合となった際、地域と共に、陳情書などを提出した当事者のPTA会長でしたので、学校長と教育総務課のレクチャーをサポートするかたちで、視察に同行させていただきました。
日本各地で、人口減少、少子化の波は押し寄せ、学校統廃合などの課題を抱えています。
小田原市は、小学校25校、中学校11校においては地域コミュニティーの核として、統廃合は考えていない、学校がない地域は疲弊する一方。より良い教育の実践を行い、まちづくりの中心的な役割を担うものとして存続を死守するといった事をお話しされていました。
また、この片浦に、小規模特認校への入学、編入を希望し、現在、空き家バンクなどを利用して他市から転入されるケースもあること、地域の子ども会の加入者が増加したこと、その結果、伝統行事であるお祭りなどが賑やかになったことなどをお話しされていました。
現在の片浦小学校の特長的な取り組みとして、私がPTA会長時代に始めたことが幾つか含まれており、感無量でした。
片浦小学校の取り組みは小田原市の小学校教育のパイロット的事業。小田原市はすでに全校に放課後児童クラブを開設していますが、更に、平成31年までには、放課後子ども教室を開設する予定です。
　在住の市が、市内小学校4校を統合しようという方向性の議員さんは、全く同感である。小規模ならではの良さを生かすこの片浦小学校の取り組みを我が市で実現するには、どうしたらよいか？を真剣に質問されていました。
　本市の取り組みが、参考になればと切に願います。
議員になって初めての一般質問が片浦小学校小規模特認校化の提案であり、地域の中学校が統廃合となった際、地域と共に、陳情書などを提出した当事者のPTA会長でしたので、学校長と教育総務課のレクチャーをサポートするかたちで、視察に同行させていただきました。
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	事　　　項
	空き家登録事業＆活用事例について
高齢者の活躍の居場所とマッチング事業について
木づかいのまち小田原について

	要　　　旨
	説明者：市議会議員　鈴木敦子氏
議会事務局を通して、前もって資料をお願いしておいた　元気・活力のあるシニア世代と活躍の場・いきがいづくりの場を恒常的にマッチングする登録制度「シニアバンク」や、森林・林業・木材産業活性化の取り組みについて、鈴木議員の事務所で、資料等を見ながら意見交換会をさせていただきました。
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